
質 疑 回 答 書 （ 工 事 ）

下記のとおり質疑回答します。

記

工事名 新町停車場線（新町橋）旧橋撤去工事

工事場所 宮崎市清武町新町

質 疑 事 項 回 答

Ａ１橋台は、地中障がい物撤去としてべノト杭のφ２０００での杭掘削

として計上されていますが、施工基面はどの高さに想定されています

か。仮に取壊し天端の▽17.044 とすると切梁部材が支障になりべノト機

の設置は不可能と思われます。実施工の施工基面は締切矢板の天端にな

りますので、空打長の有無を含めて質問します。

施工基面は▽21.000で設計しております（Ａ１橋台土留め図記載）。そ
のため、空打長が発生します。

Ａ１橋台のべノト杭掘削の土質は、レキ質土、粘性土で計上されていま

すが、橋梁一般図のボーリング柱状図のＮ値を見ると、岩石、玉石、軟

岩Ⅰに相当するのではないでしょうか？

ボーリング柱状図により玉石混じりの砂礫層で設計しております。



（ 送付先：市街地整備課街路係 黒木 雄大 TEL 0985-21-1812 ）

既設橋脚等の取り壊しにおいて、河床より低い部分を施工するので、水

替え工が発生すると思われます。またオープン掘削で計画されています

が、床掘り内への侵入水で法面が崩壊することが考えられます。締切矢

板等への変更協議は可能でしょうか？

別途協議とします。

鋼矢板圧入については、Ａ１（２５＜Ｎmax≦５０：油圧式杭圧入引抜
機ウォータージェット併用）、Ａ２（Ｎmax≦２５：油圧式杭圧入引抜
機）で積算されていますが、柱状図からは５０＜Ｎmaxと推測されます。
土質（Ｎ値）に変更が生じた場合、協議により施工方法の変更は可能で

しょうか？

別途協議とします。

地中障がい物撤去工について、全周回転型オールケーシング掘削機の掘

削延長は、何ｍでお考えでしょうか？

また、施工基面の位置をお教えください。

掘削長はＬ＝１２．５ｍ、施工基面は▽21.000で設計しております（Ａ
１土留め図記載）。


